
本施設群は 7 つの施設で構成される。民間精神科病院が基幹施設となり、初期から地域の実践的なニーズ

に目を向けた精神科医療を経験するプログラムである。 

 

基幹施設の大谷地病院は、札幌市の精神科救急医療システムの柱を担っている地域の中核的精神科病院で、

措置症例や緊急措置症例、困難事例も積極的に受け入れている。病床数は 315 床で、患者層は青年期から

老年期までと幅広く、経験可能な症例は統合失調症、気分障害、ストレス関連障害、児童・思春期精神障

害、物質依存、認知症、発達障害など多岐に渡る。急性期後の精神科リハビリテーション、退院支援や社会

復帰支援を多職種と連携しながら進める際に、就労継続支援事業所・訪問看護・グループホームを法人内

でも管理運営していることのメリットは大きい。認知症治療においても 1993 年に併設した老人保健施設

に続き、近年はサービス付き高齢者向け住宅、有料老人ホームやグループホームを法人内で順次開設し、

退院後の地域移行を見据えたシームレスなサービスの提供と質の担保、密な連携による迅速な対応を行っ

ており、各施設への往診業務も経験できる。認知症治療病棟での身体拘束はほぼなくなっているが、2022

年度からは、精神科救急症例介入時も含め身体拘束を最小化する取り組みを強化している。身体拘束に伴

う血栓塞栓症リスクの管理など、基本的な身体管理が行えることも研修目標の一つである。また近年はク

ロザピン治療をより積極的に導入している。当院は 2012 年に CPMS に登録後、2024 年 4 月現在までに

50 症例の使用経験があり、道内の民間精神科病院としては群を抜いている。また札幌市内の複数の総合病

院から年間 10 数名の初期研修医を、さらに北海道大学医学生のコア科臨床参加型実習の受け入れを行い、

その指導を多職種で行っている。若い人材の受け入れは、院内全体の活性化や、教育を通じての個々の指

導医の自己研鑽及び医局全体での指導体制の見直しにも繋がっている。 

連携施設の北海道大学病院は、病床数、症例数ともに全国トップレベルの数を誇り、全道から集まる重

症の摂食障害の症例経験や、2022 年に新設された司法精神医療センターでの司法精神医学領域の研修も

可能である。 

 

旭山病院は、北海道及び札幌市のアルコール依存症、薬物依存症、ギャンブル等依存症の治療拠点機関

として選定されている。 

 

さっぽろ香雪病院は、中高生を対象にした思春期外来を掲げている。 

 

三愛病院は北海道登別市にある精神科病院で、ここでは医療圏が広く、地域医療の重要性を実践的に理

解できる。 

 

東京の足立区にある成仁病院は都内最多の精神科救急受け入れ数を誇る民間精神科病院で、mECT も積

極的に施行している。 

 

八王子にある平川病院は積極的にクロザピン治療を導入しており、また認知症疾患医療センターとして

東京都の指定を受けている。 


